
村上秀造船グループ※の事業基盤強化計画（抜粋）

村上秀造船㈱は、1917年の創業以来、一世紀以上に渡って
「誠実と和」をモットーに造船業に従事。

主に油タンカー、ケミカルタンカー、ＬＰＧ船やセメント運搬船と
いった特殊船の建造・修繕を、顧客の細かな要望に応えた
オーダーメイドで行っている。

計画の概要

カーボンニュートラルに向けて、新燃料の候補として重油に比べてCO2
排出量が少ないLNGやLPGに加え、グリーンメタノールやアンモニア・
水素などが挙げられており、全方位的な技術対応が必要とされている。

これら新燃料については、大型船でLNG・LPG燃料化の技術対応が進んで
いる一方、中小型船では未だ建造実績が少なく、技術が確立されていない。

そのため、中小型のケミカルタンカー・ＬＰＧ船について、現状の重油から
の燃料転換を図るべく、メタノール、LNG、LPG又はアンモニアを燃料と
する船舶を開発・建造する。

＜計画実施期間＞ 2023年8月～2027年11月
＜実施場所＞ 村上秀造船㈱ 本社工場（愛媛県今治市）

㈱カナサシ重工 本社工場（静岡県静岡市）

※村上秀造船㈱、㈱カナサシ重工

ケミカルタンカー

ＬＰＧ船

村上秀造船㈱

2014年には㈱カナサシ重工をグループ会社化し、建造能力とコスト競争力の
強化に取り組んでいる。 ㈱カナサシ重工

企業概要


